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J-PlatPat 機能改善について 

 
 
■商標検索及び審決検索における人名検索を完全一致検索から部分一致検索に変更 
 商標検索及び審決検索における人名検索を完全一致検索から部分一致検索に変更します。 
 ＜変更となる検索項目＞ 
  商標検索：「出願人/権利者/名義人」、「国内代理人」、「異議申立人」 
  審決検索：「請求人」、「被請求人」、「申立人」、「権利者」 
 
 これまで、例えば「知財太郎」が出願人等である場合、上記検索項目を指定すると、完全
一致検索となり、「知財」や「太郎」だけではヒットせず、「知財?」や「?太郎」といったよ
うに、半角のクエスチョンマーク「?」（ワイルドカード）を入力する必要がありました。 

 今般の改善で、部分一致検索に変更されることにより、「?」を入力することなく、「知財」
や「太郎」と入力するだけで、「知財太郎」が出願人等である文献がヒットするようになり
ます。なお、「?」は上記の検索項目でワイルドカードとして使用できなくなります。 

 
＜実例＞「独立行政法人工業所有権情報・研修館」が出願人である商標を検索したいが、

「研修館」以外のキーワードを忘れてしまった（正式名称がわからない）。 

 

 
 

「?研修館」のようにワイルドカ

ードを入力しなくても、「研修

館」と入力するだけで、「研修

館」を出願人名の一部に含む商標

がヒットするので、「独立行政法

人工業所有権情報・研修館」が出

願人である商標がヒットする。 
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■検索条件の保存 
 特許・実用新案検索（選択入力）、意匠検索、商標検索及び審決検索において、入力した
検索条件を５件まで保存できるようになります。また、必要に応じて CSV 形式での検索条
件のインポート・エクスポートが可能になります。 
 
    【検索条件の保存】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①検索条件を入力 

②クリックで入力し

た検索条件を保存 
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    【検索条件の読込】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①クリック 

②クリックで保存し

た検索条件を反映 

③読み込んだ検索条件

が自動的に入力される 

※CSV 形式での検索条

件のインポート及びエ

クスポートが可能に 
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■文献固定アドレスの簡素化（短縮） 
 文献固定アドレスのランダム値部分をなくし簡素化（アドレスを短縮）します。なお、本
機能リリース後も従前の文献固定アドレスは利用可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「分割出願情報」タブへの表示追加 

経過情報の「分割出願情報」タブに、特許と実用新案の公開系公報の番号が追加されます。 
  【リリース前】               【リリース後】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


